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事業概要【「再エネ地産地消の推進」×「次世代農業の推進」×「鳥取型ワーケーションの推進」によ
るSDGs未来都市型ローカルイノベーション】

令和３年度第２回募集初回採択回鳥取県鳥取市申請者

148,956千円（27,505千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）

令和３年度～令和７年度事業計画期間

ITを活用した中堅・中小企業の生産性向上、新規事
業化、対日投資促進等のローカルイノベーション分野事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

SDGｓの考え方を取り入れた「再生可能エネルギーの地産地消」と「次世代農業」と「鳥取型ワ―ケーション」の取
組によるローカルイノベーションの創出と関係人口の拡大目的（効果）

●持続可能な農業経営に向けた取組み
・再エネを活用したスマート農業実装支援（補助金5,000千円）
●都市部から地方への人材確保の取組み
・ワーケーション関連経費（補助金1,800千円）
・地域資源を活用した地域活性化関連経費（補助金2,000千円）
●持続可能なカーボンフリー社会実現の取組み
・エネルギー地産地消まちづくり実証研究会（補助金2,000千円）
・太陽光パネルリサイクル推進事業（補助金4,000千円）
●上記の取組効果を高める統合的な取組
・情報発信経費（需用費662千円、委託料2,943千円、補助金3,000千円）
・啓発事業等の開催（委託料3,419千円）
・その他関連２事業（報酬1,626千円、職員手当等610千円、共済費327千円、
旅費68千円、需用費50千円）

事業概要・
主な経費

・鳥取市SDGs未来都市プロジェ
クト推進協議会
・とっとりワーケーションネットワーク
協議会

事業推進主体

①鳥取市SDGs未来都市の構想に基づいた事業への参画企業数
（当該年度目標値87社）
②再生可能エネルギーを活用した農産物出荷額（当該年度目標
値22,800千円）
③ワーケーションをきっかけとした移住相談者数（当該年度目標値
50人）

KPI

推進当初


